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　住民主体型サービスを新たに実施する、次の全てを満たす団体
です（NPO法人を除く）。
①市に住民票があり、提供に従事する方が5人以上で、コーディ
ネーターを1人以上置いている
②活動拠点が市内にある 
③住民主体型サービスの利用可能日が原則週1日以上ある
※補助金（下記参照）の申請から1年以内に、従事者全員が市の実
施する「生活支援サービス従事者研修」を受講する必要があります。

住民主体型サービスの
提供団体が活躍中！！

※電話番号が未掲載の団体へのお問い合わせは介護支援課まで

■問介護支援課☎7150－6531 1000821

団体名 サービス種目 主なサービス内容

ちょい困サービス
（ちょい困サービス＋）

ちょい通サービス

ちょい通サービス

ちょい通サービス

ちょい通サービス

地域支えあいの会
ふたば（古間木）
☎7150－1288

流山市東部地区
「ちょい困つなぐ会」
（松ケ丘）
☎070－4371－5517

ロコモ倶楽部（野々下）

きらら友の会（流山）

サロンドソネ（野々下） 歌声サークル

勉強会、教室、ミニコンサート

ちょい困サービス

ちょい通サービス

ごみ出し、掃除、庭掃除、障
子張替、買い物、衣替え、室
内片付け、ペットの世話、移
動前後の乗降支援

軽体操、手芸、憩いの場所

ロコモティブシンドローム
予防体操（グループトレー
ニング）、交流会

ごみ出し、掃除、庭掃除、庭
の除草、障子張替、買い物、
衣替え

健康体操、ヨガ教室

誰が提供できるの？

　住民主体型サービスは、介護保険法における要支援者などへ、
簡単な生活支援や、定期的な利用ができる通いの場を提供します。

どんなサービスがあるの？

立ち上げ後の運営を補助

サービス種目 内容 サービス例

買い物、電球交換、庭木の手
入れ、階段の掃除など

軽体操、カフェ、教室など

通院などの乗降支援＋薬の
受け取りなど

日常生活の困りごと
の支援

定期的な利用ができ
る通いの場づくり

ちょい困サービスと
一体的に行う移動前
後の乗降支援

ちょい困サービス
こま

ちょい通サービス
かよ

ちょい困サービス＋
プラス

「ちょい通サービス」の一つとして流山
市東部地区「ちょい困つなぐ会」で行わ
れているミニコンサート。音楽を聴くだ
けでなく、歌ったり楽器を演奏したりす
る参加型のメニューもあり好評です。

「ちょい通サービス」の一つとして流山
市東部地区「ちょい困つなぐ会」で行わ
れているミニコンサート。音楽を聴くだ
けでなく、歌ったり楽器を演奏したりす
る参加型のメニューもあり好評です。

現在、県内各地で交通死亡事故が多発しています。交通事故は、道路を利用する皆さん一人ひとりの心掛けでなくすことができます。
外出の際は交通ルールを遵守し、安全確認を徹底してください。　■問 道路管理課☎7150－6093

県内で
交通死亡事故多発 1017498

　年を重ねる中で日常生活に困りごとが出てきた人が多く、地域の中で助け合
いをやってみようという声をきっかけに、一昨年4月に団体を立ち上げました。
「ちょい困サービス」では、庭の草刈りや資源ごみの排出、ユニットバスの掃除な
ど、定期的な利用があります。また、ミニコンサートや講座などの「ちょい通サー
ビス」も人気があり、一度来ると常連になる方が多いですね。
　ニーズが増えてきているので、相対的に手を貸してくださる方・運営に協力し
てくださる方が少ない状況です。それぞれができることから少しずつ手を貸し
合い、困りごとを地域で解消する仲間に、ぜひ参加してみませんか。

皆さんの困りごとを解消する仲間に皆さんの困りごとを解消する仲間に
流山市東部地区
「ちょい困つなぐ会」

コーディネーター
佐藤 重正さん
（松ケ丘在住、88歳）（左）
小野田 茂雄さん
（松ケ丘在住、78歳）（右）

　要介護認定で要支援1・2と判定された方などにサービスの提供を
行う団体は別表の通りです。

ちょい困サービスで利用の多い庭の
除草作業

ちょい通サービスとして定期的に行わ
れている折り紙教室

住民主体型サービスを提供するには？
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　要支援１・２の方などの月平均の利用者数に応じて、補助金を交
付しています。活動拠点とする建物の性質により、補助金額や対象
となる経費が異なりますので、条件や申請方法など詳細はお問い
合わせください。額はいずれも年間の上限額です（カッコ内は、自治
会館など市の補助を受け運営している建物を拠点にする場合）。
【ちょい困サービス】
月平均の利用者数が10人以上の場合：10万円（5万円）
【ちょい通サービス】
月平均の利用者数が10人以上の場合：15万円（10万円）
【ちょい困サービス＋】
月平均の利用者数が1人以上の場合：2万5,000円
　そのほか、申請初年度のみ準備金として、拠点の整備のための
補助金もあります（年間上限額15万円）。活動拠点とする建物が市
の補助を受けていないなどの条件があります。
■問介護支援課☎7150－6531 1000821

人口・世帯（    ）内は前月比／前年同月比
（＋ 440／＋ 4,942）   人780,591＝計合

　男　＝ 96,262人  （＋ 207／＋ 2,392）
　女　＝ 98,825人  （＋ 233／＋ 2,550） 
世帯＝ 81,950世帯  （＋ 193／＋ 2,698）
予算
一　般　会　計 ＝ 631億　553万5千円
特別・公営企業会計＝ 434億9,580万2千円

市の人口と予算  〈1月1日現在〉
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　マイナンバーカードを申し込み、交付通知書が届い
た方で、平日の受け取りが困難な方はぜひご利用くだ
さい。当日は待ち時間短縮のため、1月24日までに電
話でご連絡いただいた方を優先してご案内します。必
要書類など詳細は、市ホームページをご覧になるかお
問い合わせください。なお、当日はほかの通常業務は
行いませんが、電子証明書のパスワードのロック解除
と再設定のみ受け付けます。
日1月26日㈰8時30分～12時
所市役所第１庁舎１階市民課
▷受け取れる方＝本人または法定代理人（本人同伴に
限る）
問マイナンバー制度全般…マイナンバー総合フリーダ
イヤル 0120－95－0178（平日9時30分～20時※
土・日曜、祝日は17時30分まで）
カードの交付について…市民課☎7150－6075

1003848

　国民年金は、老後の生活はもちろん、病気や不慮の事故など万一の時の支えになり
ます。20歳になった方（厚生年金などに加入している方を除く）には日本年金機構から

「国民年金加入のお知らせ」と「国民年金保険料納付書」などが届きます。国民年金保
険料は、全国の金融機関やコンビニエンスストアのほか、口座振替やクレジットカード
などでも納付できます。保険料の納付が困難な方は、保険料免除制度、納付猶予制度、
学生納付特例制度をご利用ください。
問保険年金課☎7150－6110　 1000621

　65歳以上の方の生活状況などに
関するアンケート調査を実施します。
無作為抽出した65歳以上の方や
介護保険の要支援、要介護認定者
3,000人に調査票を発送しますの
で、ご協力をお願いします。
　調査結果は、令和3～5年度の期
間、高齢者の生きがい･健康づくり
などに関する施策や介護保険サー
ビスの整備方針などを定める「第8
期流山市高齢者支援計画」を策定す
るための資料にします。
問 社会福祉課☎7150－6079

1023954

　高齢者の日常生活を支援するために必要なことを学び
ます。研修終了後、市の指定する訪問型サービスＡ（注）
の事業所で働くことができます。
注：要支援や事業対象の高齢者宅を訪問し、調理や掃除な
どの家事援助を行います。
日 2月10日㈪9時30分～15時50分、2月12日㈬9時30
分～15時　
所ケアセンター
対 2日間とも参加可能で、市内在住または市内の訪問型
サービスＡの事業所で働く意思のある方
定 30人（先着順）　費 無料
持 筆記用具、昼食、飲み物、動きやすい服装と靴
申 氏名、生年月日、電話番号を明記の上、市役所高齢者
支援課へファクスまたは電話
問 高齢者支援課☎7150－6080 FAX 7159－5055

1000822

　農林水産省は、農林業作業を
行う全国すべての農家の方を対
象に2020年農林業センサス農
林業経営体調査を実施します。こ
の調査は、今後の農林業施策を
企画・立案・推進するための基礎
資料を得るため、2月1日を基準
日として5年ごとに実施するもの
です。
　対象の世帯に調査員証を携帯
した調査員が伺いますのでご協
力をお願いします。なお、回答い
ただいた内容は統計作成以外の
目的に使用することは絶対にあり
ません。
問企画政策課☎7150－6064

1023933

　4月1日からクリーンセンターおよび森
のまちエコセンターに搬入する一般廃棄
物（ごみ）処理手数料を、次のとおり改定
します。
※10キログラムごとの手数料。総重量
が10キログラム未満の場合は、10キロ
グラムとして算定します。
◆クリーンセンター（剪

せんてい

定枝
し

などを除く
一般廃棄物）
家庭廃棄物・事業系一般廃棄物：改定後
300円（改定前165円）
◆森のまちエコセンター（剪定枝など）
事業系一般廃棄物：改定後300円（改定
前110円）※家庭廃棄物は変更なし
問クリーンセンター☎7157－7411
森のまちエコセンター☎7154－5736

1023909

　商店や工場などの事業を経営する個人や法人を対象に、令和2年度の償却資産の申告を
受け付けています。固定資産税の課税の基礎となるもので、毎年1月1日現在の事業用資産
の所有状況を申告していただくものです。対象となる方は、昨年12月に郵送した申告書をご
利用ください。申告書が届いていない場合や不明な点などは、お問い合わせください。また、
e
エルタックス

LTAXを利用した電子申告を受け付けています。詳細はeLTAXのホームページをご覧ください。
申1月31日（必着）までに〠270−0192流山市役所資産税課へ郵送または持参
問資産税課☎7150－6074　 1000500

　介護職員の育成と介護施設などへの就業を支援するため、
介護職員初任者研修や介護職員実務者研修、生活援助従事
者研修を修了した方に費用の一部を助成します。
　申請方法など詳細は、市ホームページをご覧になるか市役
所介護支援課にお問い合わせください。
対次の全てを満たす方①市内在住で市税の滞納がない方②
受講料および教材費の支払いが完了している方（分割払いの
場合は、手数料も含む）③他の公的制度から受講料などの助
成を受けていない方④研修修了後、市内の介護施設などで介
護職員として3カ月以上就業している方※常勤・非常勤は問い
ません⑤申請時に、研修修了日の翌日から起算して1年以内
の方
▷助成金額＝研修費用の2分の1（介護職員初任者研修：上限
5万円、介護職員実務者研修：上限10万円、生活援助従事者
研修：上限2万5千円）
問介護支援課☎7150－6531

1000772

●家屋調査にご協力を
　昨年中に新築・増築を完了した家屋の調査を実施してい
ます。固定資産税の基礎となる家屋（住宅や店舗、工場、物
置、車庫など）の評価額を算定するため、構造や屋根、基礎、
柱、内外壁などの使用資材や仕上げおよび設備などを市職
員（固定資産評価補助員）が伺い、調査します。家屋を取り
壊した場合は、調査の際に市職員にお伝えいただくか、家
屋滅失届を市役所資産税課へ提出してください。
●固定資産税の減額
　耐震改修、バリアフリー改修、省エネ改修工事を行った住
宅で、一定の要件を満たす場合は、固定資産税が減額され
ます。いずれも工事完了後3カ月以内の申告が必要となり
ますのでご注意ください。
　長期優良住宅の認定を受けて新築した住宅で、「認定長
期優良住宅に係る固定資産税減額申告」をしていない家屋
所有者は、1月31日までに申告してください。
問資産税課☎7150－6074　 1000489

①認知症サポーター養成講座
　認知症の基礎知識や認知症の方への接し方な
どを学びます。
日1月25日㈯13時30分～15時　所 ケアセン
ター　対 市内在住･在勤の方　定 50人（先着順）
費 無料　申 南部高齢者なんでも相談室（地域包
括支援センター）へ電話またはファクス
問同相談室☎7159－9981 FAX 7178－8555
②認知症サポーターフォローアップ講座
　NPO法人アビリティクラブたすけあいの皆さ

んを講師に迎え、認知症の方に対する接し方や傾
聴の仕方をロールプレイなどを通じて学びます。
日2月5日㈬14時～16時
所上下水道局
対市内在住･在勤の方で認知症サポーター養成
講座を受講した方
定40人（先着順）　費無料　持筆記用具
申市役所介護支援課へ電話またはファクス
問介護支援課☎7150－6531FAX 7159－5055

1000831

　新市街地地区の土地区画整理事業の換地処
分に伴い、次のとおり指定緊急避難場所・指定避
難所を新たに追加しました。
　避難場所･避難所の一覧など詳細は、市ホーム
ページをご覧ください。
◆指定緊急避難場所 ： 大堀川水辺公園（おおた

かの森東3）、十太夫近隣公園（おおたかの森北3）、
上新宿防災広場（上新宿）
◆指定避難所 ： 八木南第2コミュニティ・ホーム

（野々下3）
問 防災危機管理課☎7150－6312

1003731

　市から郵送された購入引換券と身分証明書（運転免許証やマイナンバーカード、
保険証など）を持参の上、お近くの郵便局で購入ください。期限を過ぎてしまうと
商品券は購入できません。
　なお、商品券の利用期限は3月31日までです。商品券の払い戻しはできません
のでご注意ください。
▷販売期間＝1月31日まで　▷販売場所＝市内の各郵便局
問 商工振興課☎7150－6085　 1021631

　成年後見制度は、認知症の方や知的障害、精神障害のある方の権利や財産を守
るため、法律面や生活面で支援する仕組みです。制度の利用を考えている方は、こ
の機会に個別相談会をご利用ください。相談内容の秘密は守られます。
日 2月18日㈫13時～15時55分※1組40分以内　所 初石公民館
対 今後成年後見制度の利用を考えている市内在住の方、介護従事者など
定 4組（先着順）※制度利用者本人が市民の方を優先　費 無料
申 市役所高齢者支援課へ電話※申し込み時に相談の概要を伺います。
問 高齢者支援課☎7150－6080　 1018881

第1557号  令和2年1月11日㈯

ごみ処理手数料の
料金を改定
4月1日から

2020年農林業
センサスを実施
調査にご協力を

高校、大学などへの入学時や在学中にかかる費用に、㈱日本政策金融公庫が公的な融資を行います。詳細はお問い合
わせください。  問教育ローンコールセンター☎0570－008656（ナビダイヤル）／☎03－5321－8656（IP電話など）

国の教育ローン
お子さんの教育資金をサポート

マイナンバーカードの日曜交付
電話での事前受け付けにご協力を

介護職員養成研修の受講料を助成
生活援助従事者研修も対象に

20歳から国民年金スタート
加入のお知らせが届きます

指定緊急避難場所･指定避難所を追加
事前に場所の確認を

高齢者支援
計画策定のための
調査を実施

65歳以上の方が対象

生活支援サービス
従事者研修(全2回)

高齢者のちょっとした支援にあなたの力を

償却資産の申告を受け付け中
1月31日までに提出を

遺言･相続･成年後見制度無料個別相談会を開催
権利擁護の専門家が応じます

プレミアム付商品券を販売中
1月31日までに購入を

家屋調査の実施と
固定資産税の減額申告

認知症サポーターの講座



 講座

★スマホ･パソコン無料相談会

日1月17日㈮13時30分～15時30分
所南流山福祉会館
対市内在住･在勤･在学の方　定15人(先
着順)　費無料　持スマートフォン、パ
ソコン(電源付き)、筆記用具　申電話ま
たは直接窓口へ
問南流山福祉会館☎7150－4320

★小学生のための囲碁教室
囲碁で脳トレーニングをはじめよう

　初めての方から上級者の方まで丁寧に
指導します。大人の方も参加できます。
日1月25日㈯13時～16時
所十太夫福祉会館
講日本棋院普及指導員･茂木弘さん ほか
対市内在住･在勤の方
定20人(先着順)　費無料　持飲み物　
申電話または直接窓口へ
問十太夫福祉会館☎7154－5254　

★博物館子ども教室
くずし字かるたで遊ぼう

　昔の人が書いていた｢くずし字｣で書か
れたかるたで遊んだり、暗号を解いてみ
たりしませんか。
日1月25日㈯13時30分～15時30分
所中央図書館　対小･中学生
定20人(先着順)　費無料
申1月12日9時から博物館へ電話
問博物館☎7159－3434 

★3B体操　無料体験講座

　用具を使って音楽に合わせて楽しく
体を動かしましょう。
日2月11日㈷10時～11時
所向小金福祉会館　講 (公社)日本3B体操
協会指導者･佐々木澄子さん
対市内在住･在勤･在学の方
定15人(先着順)　費無料
持動きやすい服装　申1月12日から電話
問向小金福祉会館☎7173－9320

★リサイクル講座

①包丁研
と

ぎ教室
日2月13日㈭10時～12時　費無料
持包丁、砥

と

石
いし

など
1016381

②健康布ぞうりづくり
日2月17日㈪10時～16時　費300円
持不用布、昼食など

1019293
【共通事項】

所クリーンセンター　定20人(多数抽選)
申電子申請または往復ハガキ(1枚につ
き1講座)に開催日、講座名、住所、氏名、
電話番号、返信用に宛名を明記の上、1
月30日(必着)までに〠270－0174流山
市下花輪191クリーンセンターへ郵送ま
たは持参
問クリーンセンター☎7157－7411

 縦覧どなたでもご覧になれます

★流山都市計画事業運動公園周辺
地区一体型特定土地区画整理事業
の計画変更案の縦覧

日1月15日㈬～28日㈫8時30分～17時
15分　所流山区画整理事務所(南流山1)
▷意見書の提出＝1月15日㈬～2月12日㈬
(消印有効)に、千葉県知事宛に意見書の
提出ができます。詳細はお問い合わせく

ださい。
問同事務所換地課☎7150－4504

 会議どなたでもお聴きになれます

★緑の基本計画策定委員会

日1月16日㈭10時から　所市役所
内みどりの基本計画(素案)パブリックコ
メントの結果について
問みどりの課☎7150－6092

1020004

★総合教育会議

日1月22日㈬10時30分から　所市役所
内流山市教育大綱について　ほか　申当
日10時20分までに会場へ※議題･審議内
容により非公開となる場合もあります。
問企画政策課☎7150－6064

1007519

★廃棄物対策審議会

日1月30日㈭13時30分から
所クリーンセンター
内一般廃棄物処理手数料の見直しについ
ての経過報告
問クリーンセンター☎7157－7411

★防災会議

日1月30日㈭13時30分～15時30分
所市役所　内防災対策について　ほか
※手話通訳あり
問防災危機管理課☎7150－6312

1023953

★行財政改革審議会

日1月31日㈮14時から　所市役所
内流山市第4次定員適正化計画について
問情報政策･改革改善課☎7150－6078

1022888

 求人･ 募集

★会計年度任用職員

①学校教育研究指導員※要教員免許資格
1024015

▷勤務時間=平日7時間30分(週3日)
▷月給=9万5,200円(見込み。社会保険
加入)　内学校教育に関する基本的・専
門的事項の調査、研究、指導
②小中学生専門相談員※要教員免許資格

1024016
▷勤務時間=平日7時間30分(週3日)
▷月給=9万5,200円(見込み。社会保険
加入)　内児童･生徒およびその保護者等
が抱える教育に関する諸問題の相談の指
導、助言
③子ども専用いじめホットライン相談員

1024017
▷勤務時間=7時間30分(年間130日以内)
※土･日曜も含む
▷日給=7,200円(見込み)　内いじめに関
する悩みなどを持つ児童･生徒に対する
指導、助言
④スクールカウンセラー※要臨床心理士
資格　 1024018
▷勤務時間=原則4時間
▷日給=2万200円(見込み。週3日以内)
内児童･生徒および保護者、教職員の教
育相談、就学相談など
⑤母子･父子自立支援員　 1023956
▷勤務時間＝平日9時～16時(週3日)
▷時給＝1,490円(交通費別途。期末手当
あり)　内ひとり親家庭の生活上の諸問
題に関する相談業務、子育てや経済的支
援に関する相談支援、簡単なパソコン操

作※要普通自動車運転免許　
【共通事項】
▷任用期間＝令和2年4月1日～令和3年
3月31日
▷勤務場所=①幼児教育支援センター
②～④生涯学習センター(流山エルズ) 
⑤市役所子ども家庭課
申 ①～④市役所指導課で配布の申込書
(市ホームーページからダウンロードも
可)に必要事項を明記の上、1月24日(必
着)までに〠270－0192流山市役所指導
課へ郵送または持参⑤市役所人材育成課
で配布の申込書(市ホームーページからダ
ウンロードも可)に必要事項を明記の上、
1月31日(必着)までに〠270－0192流山
市役所子ども家庭課へ郵送または持参。
問①～④教育研究企画室☎7150－8388
⑤子ども家庭課☎7150－6082

★書道･硬筆展作品募集

　3月25日～29日に生涯学習センター
(流山エルズ)で開催される作品展の出品
作品を募集します。
▷募集区分(出品料：毛筆／硬筆)＝①一
般(3,000円／1,500円)②幼年、小･中学
生、高校生(1,300円／700円)※別途事
務費各600円　申2月3日必着。応募につ
いてのお問い合わせは、流山市文化協会
書道部(流山市書人協会)･坂本(☎7154－
3204)へ
問生涯学習課☎7150－6106

 その他

★クリーンセンターのイベント

①おもちゃ病院　 1016384
　おもちゃドクターが壊れたおもちゃを
修理します。親子で修理体験もできます。
日1月12日㈰13時～15時30分、1月25
日㈯9時～11時30分　費無料(材料代が
かかる場合あり)
②再生自転車の販売　 1002487
▷応募期間＝1月15日㈬～29日㈬9時～
17時　対市内在住･在勤･在学の方※1年
以内に当選された世帯を除く　申クリー
ンセンターに展示する自転車から希望す
る自転車(1世帯1台)を選び、申請者本人
が申込用紙に必要事項を明記の上、直接
窓口へ※多数抽選　▷引き渡し＝現金と
引き換え。運搬などは各自
③ガレージセールを開催　 1016740
　約35店が出店します。不用品(書籍、

衣類、食器、電化製品、おもちゃなど)か
ら掘り出し物を見つけませんか。
日1月26日㈰9時30分～13時

【共通事項】
所クリーンセンター
問クリーンセンター☎7157－7411

★成年後見制度の無料相談所

日1月24日㈮、3月24日㈫13時～15時
※1人40分以内　所ケアセンター　対今
後成年後見制度の利用を考えている方や
その家族など　定各3人　費無料
申社会福祉協議会に電話
問社会福祉協議会☎7159－4735

★なつかしき歌声サロン

日1月24日㈮13時～14時30分　所東部
公民館　講フォークシンガー･有吉かつ
子さん　費300円　申不要
問東部公民館☎7144－2988　　　

★住み替え相談会

　戸建て住宅からの住み替えを検討して
いる方などの悩みに、支援組織(不動産業
者･設計士･建設業者)が相談に応じます。
日2月7日㈮14時～16時(13時30分から
受け付け開始)　所市役所　定10組(先着
順)　費無料　申1月14日9時から市役所
建築住宅課へ電話※1歳～就学前児の一
時保育あり(1月24日までに要申し込み)
問建築住宅課☎7150－6088

1001928

★さくらんぼくらぶ(全2回)

日2月8日㈯･29日㈯10時30分～11時40分
所十太夫福祉会館　対3歳未満の双子･三
つ子とその親またはプレママ　定10組
(先着順)　費無料　申文化会館に電話
問文化会館☎7158－3462　

1001276

★年中(4歳児)保護者の子育て相談会

　小学校入学に向けての悩みなどを話し
ませんか。ミニ講話｢入学までに身につ
けたい力｣もあります。
日2月21日㈮10時～12時　所生涯学習
センター(流山エルズ)　対年中(4歳児)の
保護者　定20人(先着順)　費無料　申1
月14日から幼児教育支援センターへ電話
問幼児教育支援センター☎7154－8081

★は市または指定管理者などの主催のもの  

第1557号  令和2年1月11日㈯

問秘書広報課☎7150－6063 1007526   

イベント
■野球体験会(流山マリーンズ主催)=1
月12日･26日･2月9日･23日の日曜9時
30分～11時30分、流山小学校。無料※
小学生対象。雨天中止問 阿部☎090－
3597－6709
■ながれやま･がん哲学外来カフェ(一般
社団法人がん哲学外来主催)=1月20日㈪
10時～12時、平和台恵教会(加6)。200
円※要申し込み問 春日井☎090－2657
－8948
■桑原万里子個展－書画を娯

たの

しむ－房総
を元気に! 復興チャリティ=1月22日㈬
～28日㈫10時～17時(22日は14時から、
28日は16時まで)、生涯学習センター(流
山エルズ)。無料問 桑原☎7159－6391
■東京海洋大学とその周辺を歩く(流山市

立博物館友の会主催)=1月25日㈯9時～
16時、JR柏駅中央改札口集合。800円※
要申し込み問 辻野☎7154－3675
■すべての暴力はつながっている 子ども
虐待･DV･性暴力～被害者理解とその支
援～(CAPなのはな主催･市教委後援)=1
月25日㈯13時30分～15時30分、パ
レット柏。500円※要申し込み問 事務局
☎070－6513－7087
■夢

む

絵
え

の会絵画展=1月29日㈬～2月2日
㈰10時～16時(29日は13時から)、生涯
学習センター(流山エルズ)。無料問 中川
☎7158－7116
■小学生ソフトテニス体験会(流山市ソ
フトテニス連盟主催)=2月1日･8日･15
日･22日の土曜9時～10時、市総合運動
公園。無料※要申し込み｡小学3年生以上
対象。雨天中止問 小林☎090－9304－
8932(18時以降)
■柏市民吹奏楽団　演奏会=2月2日㈰15
時～17時、柏市民文化会館。無料問 山
口☎090－3516－8288

しみんの伝言板

流山･柏･松戸･我孫子市の４市共催で、障害者雇用に関する企業向けセミナーを開催します。申し込み方法など詳細はお問い合わせください。 日2月7日
㈮13時～16時30分　所生涯学習センター（流山エルズ）　対障害者雇用を検討している企業の方　問我孫子市障害者就労支援センター☎7185－1917

 障害者雇用･
 企業向けセミナー



　

流
山
市
の
西
側
に
は
、ほ
ぼ

南
北
に
江
戸
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。こ
の
江
戸
川
は
、関
宿
で
利

根
川
と
分
か
れ
て
東
京
湾
へ
注

ぐ
、お
よ
そ　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
一
級
河
川
で
す
。現
在
は
利

根
川
の
分
流
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、野
田
橋
か
ら
下
の
江
戸
川

は
、か
つ
て
は
東
京
湾
へ
注
ぐ

渡
良
瀬
川
の
下
流
で
し
た
。

　

平
安
時
代
の
中
ご
ろ
、菅
原

孝
標
女
が
著
し
た「
更
級
日
記
」

に
は
、「
し
も
つ
さ
の
国
と
武
蔵

と
の
境
に
て
あ
る
ふ
と
ゐ
河
」

と
あ
っ
て
、渡
良
瀬
川
の
下
流

は「
ふ
と
い
が
わ（
太
井
川
）」と

呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

流
山
の
歴
史
は
、江
戸
川
の

流
れ
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。江
戸
川
と
そ
の
支
流
で

あ
る
坂
川
の
谷
に
囲
わ
れ
た
鰭

ケ
崎
台
に
は
、前
方
後
円
墳
で

あ
る
三
本
松
古
墳
が
築
か
れ
、

奈
良
・
平
安
時
代
に
は
拠
点
的

な
大
集
落
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

中
世
の
具
体
的
な
様
子
は
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
建
設
に

伴
う
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
っ

て
、少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。思
井
堀
ノ
内

遺
跡
は
、鰭
ケ
崎
台
の
先
端
部

に
所
在
し
て
い
ま
す
。平
成
10

年（
１
９
９
８
年
）か
ら
６
年
間

に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、堀
と
掘
立
柱
建
物
６
棟
か

ら
構
成
さ
れ
る
居
館
跡
な
ど
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。墓
か
ら
は

成
人
女
性
の
骨
と
歯
が
出
土

し
、輸
入
さ
れ
た
青
磁
碗
・
白
磁

皿
や
和
鏡
な
ど
が
副
葬
さ
れ
て

江
戸
川
と
中
世
の
流
山

江
戸
川
と
中
世
の
流
山

川
根 

正
教

川
根 

正
教 10

い
ま
し
た
。坂
川
流
域
か
ら
加
・

市
野
谷
辺
り
は
中
世
に
は
矢
木

郷
と
呼
ば
れ
て
お
り
、13
世
紀
中

ご
ろ
か
ら
後
半
に
矢
木
郷
を
支

配
し
て
い
た
矢
木
式
部
太
夫
胤

家
の
居
館
、墓
は
胤
家
の
妻
か
娘

の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
享
徳
３
年（
１
４
５
４
年
）、鎌

倉
公
方
足
利
成
氏
が
管
領
上
杉

憲
実
を
暗
殺
す
る
享
徳
の
乱
が

起
こ
り
ま
す
。流
山
や
そ
の
周
辺

で
も
戦
が
あ
り
、「
本
土
寺
過
去

帳
」に
は
寛
正
７
年（
１
４
６
６

年
）10
月
に
境
根（
現
柏
市
酒
井

根
）の
塩
売
り
彦
四
郎
が「
矢
木

船
津
ニ
テ
ウ
タ
ル
ゝ
」と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。船
津
と
は
川
の
港

で
、矢
木
に
も
船
津
が
あ
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
坂
川
の
谷
奥
部
は
、手
賀
沼
へ

注
ぐ
大
堀
川
と
非
常
に
近
い
所

に
位
置
し
て
い
ま
す
。手
賀
沼
は

利
根
川
と
霞
ケ
浦
を
経
て
太
平

洋
に
通
じ
て
お
り
、坂
川
と
江
戸

川
が
合
流
す
る
地
点
は
水
上
交

通
の
要
衝
で
す
。前
ケ
崎
城
も
ま

た
、坂
川
を
眼
下
に
見
お
ろ
す
台

地
上
に
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。鰭

ケ
崎
台
の
周
辺
は
、古
代
か
ら
中

世
に
は
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 坂川と支流富士川合流点に築かれた前ケ崎城跡
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姉妹都市
締結記念 企画展「岩手県北上市展」を開催

農園名

藍川園芸
中村農園
増田農園

オーチャード･ガーデン㈱水代果樹園

所在地

前ケ崎526
大畔561
名都借912
向小金3－179

電話番号

☎7145－4630
☎080－3356－1115
☎090－4752－8855
☎7174－4451

1002198■問農業振興課☎7150－6086

　市内のいちご農園で、収穫と直売が始まりました。地方発送も行いますので、
流山産のおいしいいちごをお楽しみください。販売状況や、もぎ取りについては
お早めに各農園に直接お問い合わせください。

チャレンジゲーム in 流山

　ヘルスバレーボールやカメレオンキャッチなど、みんなで力を合わせてさま
ざまなゲームに挑戦します。
■日2月8日㈯9時30分～15時（9時から受け付け）　■所生涯学習センター（流
山エルズ）　■対市内在住･在学の小学生　■定70人（多数抽選）　■費600円（材
料費・昼食代）　■持飲み物、タオル、室内靴、動きやすい服装　■申メールまたは
ハガキ（いずれも１人につき１通）に「チャレンジゲーム参加希望」、郵便番号、
住所、氏名（ふりがな）、学校名、学年、性別、保護者氏名、緊急連絡先、食物ア
レルギーがある場合は具体的な内容を明記の上、1月20日17時（必着）まで
に〠270－0192流山市役所生涯学習課「チャレンジゲーム in 流山」係へ
※兄弟姉妹で応募いただいても、1人だけの当選となる場合があります。
メールで応募し、１週間以内に返信がない場合はお問い合わせください。

■問生涯学習課☎7150－6106    soudanin18@gmail.com

　青少年相談員は、キャンプやゲーム大会など、流山市内の子どもたちに
さまざまな体験活動の場を提供しています。20～55歳で子どもたちの健
やかな成長を支援する活動を始めたいと考えている方は青少年相談員とし
て活動してみませんか。興味のある方は、生涯学習課までご相談ください。

1023540

　岩手県北上市との姉妹都市締結を記念して、北上市の文化や自然、流山市と
の交流の歩みを紹介する企画展を開催します。
　北上市は、岩手県の中央部に広がる北上平野（北上盆地）の中ほどに位置し、
豊かな自然と先端技術が融合する北東北の拠点都市です。
　勇壮な舞「鬼剣舞」や桜の名所「北上展勝地」などでも名高い北上市の、歴史
や風土、民俗芸能や物産など、あふれる魅力を紹介します。
■日1月11日㈯～3月15日㈰9時30分～17時（1月31日、月曜休館※祝日の場
合は翌日）　■所博物館　■費無料

■問博物館☎7159－3434　

おに けん ばい

江戸時代の黒沢尻川岸（北上市立博物館の展示より）
か し

（流山市青少年相談員連絡協議会主催）

いちごの直売がスタート
申し込みはお早めに

漫画の世界で地域のことを
正しく楽しく伝えていきたい

流山本町を紹介する冊子の一部

Vol.126Vol.126

　昨年10月から、こども食堂をテーマとした漫画を連載する市内在住のイラスト
レーター・はしもとあやさん。こども食堂の取り組みを正しく伝えるだけでなく、子
どもも大人も楽しめる作品を募るNPO法人全国こども食堂支援センター･むすび
えの企画に応募し、63件の作品の中で見事最優秀賞を受賞した。
　育児をきっかけに大田区から流山市に越してきたはしもとさんは、公園で全く知
らない子どもたちに声を掛ける娘の姿を見て、この子はここで社会性を学んで育っ
ていくんだと実感する。地域のことをよく知るために始めたのが、当時設立された
ばかりの南流山子ども食堂のスタッフだった。「こども食堂は貧しい家庭の子が食
事をする場という見方が一般的になっていますが、実際は地域のコミュニティが生
まれる場であったり、子どもの偏食などの悩みを共有したり解決したりできる場だ
と思っています」と語る。イラストレーターであり、子ども食堂のスタッフとしても活
動してきた中、今回応募した企画は絶好のチャンスでもあった。
　歴史学を専攻後に民間企業へ就職し、趣味でイラストを描き続けてきた。地域で
の活動を始めたところ、チラシなどにイラストを描いてほしいと声が掛かるように。
イラストはママさんたちからも好評で、NPO法人流山史跡ガイドの会の案内や自
身のまち歩き体験をもとに、冊子「流山本町クスッとおさんぽ絵日記」を作成した。
「作成過程で流山を深く知ることができ、より愛着をもてるようになりました。この
気持ちをたくさんの人に届けたいと、一所懸命でした」と当時を振り返る。
　一方で、育児と仕事という二足の草鞋の中、イラスト作業に時間を割くことが難
しくなった頃もあった。「母としての責任感から、どんなに大変でも一人で頑張らな

ければならないという強い気持ちがありまし
た。そんな時、「自分の人生を大事にして。女性
が家事をやらなければいけないということは
ないから、自分が幸せになるためにやりたいこ
とをするのも大切だよ」と夫がかけてくれた言
葉が、私を大きく支えてくれました」と話すはし
もとさん。イラストレーターとして独立した今
も、家事や育児を二人一緒に励んでいる。
　「イラストの活動を応援してくれた地域の皆
さんや夫のサポートもあって続けてこられた活
動が、受賞という形で実を結んだことが何より
もうれしいです」と今回の受賞を振り返る。今
後も地域の課題や取り組みを漫画などで発信
していくほか、原画展なども市内で開催してい
きたいと意気に燃える。

はしもと あやさん（加在住）
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